
シ
フ
ーー
シ
ホ

を
散
ず
る
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。

。
一
〉
大
間
園
寺
掛
川
|
大
器
等
間
山
に
待
賦
あ
る
こ
と
は
、

先
文
四
年
河
野
辺
英
の
来
仕
し
た
を
初
と
す
る
。
迎

英
は
林
道
春
高
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
子
泊
予

亦
詩
文
を
能
く
し
た
。
亭
保
以
降
大
幸
岱
吠
あ
b
、

太
宰
春
却
に
製
び
、
門
下
に
那
古
屋
一
問
中
が
あ
る
。

革
路
北
野
は
留
に
し
て
詩
賦
を
好
み
、
河
野
沼
英
と

相
唱
和
し
た
が
、
子
孫
渡
渓
・遜

m
-m辿祁
皆
そ
の
設

を
能
く
し
た
。
叉
岱
吠
と
時
を
悶
じ
〈
し
て
僚
聞
東

艇
が
あ
り
、
そ
の
長
子
を
北
原
と
い
ひ
、
七
男
は
有

名
な
る
大

m錦
械
で
あ
っ
た
。
安
永
の
頃
に
は
東
方

組
山
が
あ
り
、
そ
の
子
を
諜
資
と
い
ひ
、
義
務
の
子

芝
山
は
務
宋
の
頃
に
詰
っ
て
才
名
最
も
高
〈
、
そ
の

他
坂
井
梅
屋
・
野
間
興
策
・
平
井
復
腕
M

・
児
玉
朕
山
容

も
亦
各
一
方
に
雌
翻
し
た
。

シ
プ
ヱ
浪
江

腿
島
郡
の
笥
村
名
。
天
正
七
年

甲
山
の
城
主
平
子
和
泉
・
刷
世
間
肥
後
等
が
、
抱
弁
祭

降
・
三
宅
長
時
間
と
事
戦
し
た
時
、
鈴
木
新
三
郎
は
肥

後
に
回
し
、
松
山
の
下
浪
江
村
に
峨
死
し
た
と
あ

る
。
誕
江
村
は
後
悦
存
せ
ぬ
が
、
紙
百
に
併
合
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

シ
ブ
エ
ウ
ラ
浩
江
浦
鹿
島
郡
松
百
の
海
部
を

い
ふ
。
抽
出
江
の
入
探
と
い
ふ
も
同
じ
い
。

ジ
プ
ギ
ヨ
ウ
地
奉
行

J
デ

Y
チ
ワ
リ

刷
W
O

L
ぷ
銀

銀
貸
。

ジ

7
9イ
ン
慈
縞
院

江
沼
郡
大
刷
出
寺
の
五
粁

町
に
在
っ
て
、
自
国
号
一
一
口
宗
に
邸
す
る
。
天
正
中
能
昌
明
石

動
山
の
陥
詰
問
し
た
時
、
大
宮
坊
空
性
来
っ
て
之
を
建

て
た
が
、
後
腹
寺
と
な
り
、
元
政
二
年
後
混
一
見
に
再

興
し
た。

シ
プ
ギ
ン

i
ギ
y
カ

ジ
フ
ク
イ
ン
地
鼠
院

鳳
京
都
中
屈
に
在
っ
て
、

流
言
宗
に
毘
す
る
。
山
鋭
は
荷
風
山
。
六
所
大
明
前 m 

地

遇
制
桝
掛
川
政
、
出
子
は
子

鉛
物
脇
道
前
羽
風
大
師
制
現
を
安
芭
す
る
と
い
ふ
。
詑

永
一
史
担
に、
『
地
柄
院
、
総
を
見
附
し
、
風
景
放
に

よ
し
。
』
叉
能
骨
名
跡
志
に
、
『
此
村
氏
榊
は
」
ハ
所
の

大
明
利
也
。
紳
宅
制
移
民
也
。
別
街
地
相
院
也
。
』
と

あ
る
。ジフ

h
y
ジ

持

縞

寺

金
持
三
十
三
所
側
脅
商
凶

順
槙
般
に
、『七
番
地
翻
寺
、
後
の
慌
の
た
ね
を
ま
き

お
〈
地
前
寺
や
さ
と
り
の
花
も
や
が
て
聞
か
ん
』
と

あ
る
が
、
地
前
寺
と
釦
い
た
の
は
非
で
あ
る
。
こ
の

持
翻
寺
は
笛
山
涯
の
山
伏
で
、初
め
新
緊
叫
に
在
り
、

後
八
坂
に
斡
じ
、
明
治
元
年
復
飾
し
て
金
的
守
人
と

栂

L
、
寺
院
を
耐
耐
と
し
た
が
、
今
は
艦
い
。

シ
7
ゴ
目
安
四
不
語
銭

正

徳
六
年
抽
出
加
久
敬

の
若
。
慌
力
乱
榊
の
凶
部
に
分
か
っ
て
お
〈
懲
定
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
巾
の
怪
の
押
印
だ
け
が
成
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
。
一
名
脅
肌
峨
物
訴
と
も
今
怪
物
部
と
も

い
ひ
、
古
今
諮
問
集
・
宇
治
拾
泊
・
菅
野
拾
治
・
大
和

健
異
担
そ
の
他
の
諸
都
に
見
え
、
近
〈
は
加
越
能
三

州
内
に
あ
っ
た
古
今
の
怪
談
滑
取
を
編
し
て
ゐ
る
。

シ
プ
生
法
回

以
主
総
雨
芯
見
郷
に
邸
す
る
部

町問。
シ
プ
h
F
ガ
ハ
添
田
川

臥
草
郡
川
西
の
山
中
に

渡
L
.
旋
回
の
抽
出
に
南
町
っ
て
お
に
注
ぐ
。
流
税
二
粁
。

シ
プ
タ
ジ
ヨ
ウ
進
国
按

臥
烹
制
抽
出
聞
に
在
っ

た
。
趨
菅
賀
三
州
志
紋
雛
考
に
、『
爾
志
見
郷
旋

m波

跡
は
、
波
田
村
の
一
向
宗
間
川
浩
寺
境
内
と
い
ふ
。
此

寺
地
を
方
人
井
口
山
と
も
呼
ぶ
。
糊
問
問
、
到
口
三
郎

左
衛
門
・
間
際
粥
器
研
た
り
と
。
三
郎
左
衛
門
は
本

願
寺
門
徒
の
由
。
其
宋
筒
此
村
の
照
光
寺
と
い
ふ
。
』

と
あ
る
。

シ
プ
ト
ジ
マ
し
ぶ
と
島

野
附
の
東
方
に
在
る
品
。

シ
プ
ヤ
リ
ヨ
ウ
溢
谷
亮

拠
品
川
相
能
円
{R
烏
な
る

、，

古川
、
松
世
作
文
は
濁
祢
子
と
蹴
し
、
越
中
孤
披
白
人
で

金
問
に
来
り
住
し
た
。
亮
製
を
好
み
、
老
班
浮
底
よ

り
料
出
品
小
説
に
富
十
一る
ま
で
鍛
ま
，
さ
る
こ
と
な
〈
、
以

て
六
絡
の
研
鮫
に
資
し
た
。
亦
易
を
能
〈
L
、
共
の

見
る
所
一
家
の
濁
創
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
。
嘗
て

大
m
m
m
-芯
伊
イ
排
・
時
凶
・窮
鬼
拶
談
・掘
削
mq士
論
専

を
若
し
、
文
字
誌
に
紛
L
〈
、
恒
に
奈
抽
出
以
来
古
畿

を
失
ふ
を
以
て
そ
の
設
を
立
て
、
局
に
殻
字
掲
標
等

の
慾
を
編
し
た
。
叉
備
自
由
を
能
〈
し
、
部
は
一
一
艇

の
風
骨
あ
お
り
、
紛
は
大
殺
を
祖
述
し
た
。
著
す
既
に

宿
志
持
活
が
あ
る
。
流
政
九
年
二
月
サ
一
日
夜
、
手

年
七
十
。
紡
山
凶
卿
の
敬
授
に
終
っ
た
。
そ
の
子
徹

石
亦
尽
を
能
く
し
た
。

シ
ブ
ン
士
分

加
賀
滞
で
は
御
歩
加
以
上
の
給

人
命
凡
ベ
て
士
分
と
い
う
た
。

ジ
プ
ン
エ
ン
リ
ヨ
自
分
家
慮
加
賀
務
で
は
、

士
人
が
自
ら
怒
っ
た
こ
と
者
知
っ
て
部
恨
す
る
を
、

自
分
誠
一
胞
と
も
自
分
指
担
と
も
い
う
た
。
そ
の
結

娘
、
或
は
之
を
岱
然
な
り
と
し
て
迎
賦
又
は
指
h

刊
を

命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
或
は
そ
の
般
に
及
ば
す

と
し
て
解
除
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ジ
プ
ン
チ
自
分
知

務
士
中
高
臓
の
者
は
、
知

行
の
一
郎
そ
滞
倹
の
奥
カ
知
と
し
て
上
納
す
る
こ
と

に
な
っ
て
ゐ
た
も
の
が
あ
る
。
故
に
総
知
行
の
う
ち

拠
力
知
そ
除
い
た
も
の
を
自
分
知
と
い
う
た
。
役
料

知
も
亦
自
分
知
の
外
で
あ
る
。

シ
ホ

堕
ハ
一
)
刷
闘
の
郭
斑

l
製
慰
は
加
賀
務
の

尊
氏
で
、
専
ら
能
宥
の
内
外
捕
に
の
み
行
は
れ
、
前

凹
利
常
の
時
か
ら
之
を
奨
励
し
、
細
民
を
し
て
従
事

せ
し
め
、
特
別
の
保
胞
を
奥
へ
た
。

ご
一
)
服
役
人

l
限
奉
行
は
改
作
漕
行
の
品
刑
務
す
る
例

で
、
恩
の
枚
納
販
制
H
そ
の
他
一
一
切
の
事
務
を
掌
り
、

部
奉
行
も
そ
の
管
制
函
域
に
臨
す
る
製
醗
事
務
に
参

三
七
四

奥
し
た
。
照
紋
許
人
は
七
尾
及
び
宇
出
陣
に
常
設
す

る
照
裁
許
所
に
勤
務
し
、
牧
納
阪
政
の
災
務
と
照
識

に
闘
す
る
訴
訟
統
制
に
詰
っ
た
o
叉
問
問
務
行
の
下
に

小
代
官
・吟
味
役
が
あ
っ
て
、
小
代
官
は
周
波
許
所

及
び
刷
出
園
田
地
に
出
訴
し
、
倉
庫
や
一
開
閉

L
、
瞬
間
味

役
は
密
政
買
を
取
締
っ
た
。
以
上
は
皆
士
分
叉
は
足

限
で
あ
る
。
叉
副
間
取
締
役
は
御
技
持
人
イ
村
の
衆
苧

で
、
牧
納
販
斑
に
関
係
し
、
康
相
見
入
は
村
肝
煎
を

以
て
任
じ
、
取
締
役
を
助
け
、
特
に
合
仰
の
問
問
に

立
合
ふ
。
又
一
一
利
政
人
の
祈
取

λ
が
あ
台
、
関
の
侠

援
に
際

L
升
門
川
を
捗
っ
た
。

会
一
〉
殿
問
屋
1
地
方
の
富
豪
に
就
き
.
滞
か
ら
之
を

命
じ
た
。
問
屋
に
し
て
死
亡
又
は
齢
返
し
た
時
は
、

取
締
役
よ
り
腕
務
行
に
報
告
し
、
代
民
を
強
選
巾
制

す
る
。
盟
奉
行
録
衡
の
後
之
そ
採
用
し
た
る
時
は
、

問
屋
は

盟
裁
許
所
に
出
一
服
し
て
宣
寄
す
る
を
削
正
し

た。〈四
〉
悶
師

l
加
賀
野
は
開
削
保
胞
の
録
、
生
産
破
及

び
食
純
と
し
て
前
年
中
に
玄
米
を
鎚
奥
し
、
翌
年
の

製
胞
を
以
て
返
謹
せ
し
め
た
。
之
を
問
問
手
米
と
椛
し
、

関
節
は
周
年
自
己
の
製
産
し
得
ベ
き
円
以
を
抽
出
定
し
て

関
手
米
の
貸
下
を
的
ひ
、
そ
の
一
石
に
針
し
て
関
九

依
を
上
納
す
る
を
開封
し
た
。
若
し
生
琵
に
除
剰
あ
れ

ば
、
製
聞
聞
の
県
凶
に
よ
り
八
依
叉
は
入
依
宇
に
就
き

玄
米
一
石
の
削
合
を
以
て
似
回
せ
ら
れ
た
。
之
を
越

国
手
米
と
い
う
た
。
般
に
製
胞
は
全
部
が
滞
の
牧
納

ず
る
所
で
、
盟
師
自
家
用
の
も
の
も
、
各
組
傍
に
春

秩
両
度
滞
よ
り
貸
奥
を
的
ひ
、
後
に
代
銭
を
以
て
返

納
す
る
こ
と
を
要
し
た
。
そ
の
他
畷
防
に
は
殴
釜
も

亦
下
附
性
ら
れ
‘
そ
の
代
償
は
照
を
以
て
年
賦
賠
償

を
命
ぜ
ら
れ
た
。

(
五
)
盟
の
懐
疑
1
照
一
依
は
五
斗
入
。
で
、

一
今
年

の
誠
鉛
を
三
升
と
見
向
回
り
、
軍門川
九
べ
て
十
=
一
n
=
一


